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においては、MLDP（major lipid droplet protein）が TAGを主体とする脂質体の構成成分となっ
ている。しかしながら、アルケノン生産藻類細胞における脂質体の情報は皆無であり、本研究で
その解析を試みた結果、以下に示す結果を得たものである。  
（１） アルケノン生産ハプト藻 T. lutea の脂質体の単離法を確立した。その方法は、細胞破砕
をフレンチプレスで行い、段階的ショ糖密度勾配遠心法によって最上清画分に脂質体を得る方法
である。そして、これらの方法を用いて精製度の高い単離脂質体の調製に成功した。 




（３） 精製アルケノンボディの 1DE (SDS-PAGE)―タンデム質量分析計を用いたプロテオミクス
解析を行い、その主要構成タンパク質がアルケノン等の輸送に関わると推定される V-type 
H+-ATPase (V-ATPase)、次に アルケノン代謝に関わると推定される a hypothetical protein 
EMIHUDRAFT_465517、および小胞体膜の脂質ラフトに関わると推定される lipid raft– associated 








               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、これまで全く情報がなくアルケノン研究者が強く求めていたアルケノンボディ形成ハ
プト藻類種T. luteaの脂質体組成とアルケノンの関係、およびその脂質体形成機構の一端を、リピドミクス解析とプ
ロテオミクス解析の両方を駆使して明らかにした。藻類における脂質合成機構を初めて明らかにしたそれらの成果の学術
的意義とその価値は高いものと高く評価された。 
平成27年6月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
